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輸出数量の伸びが物足りず内容も良くない結果に 

経済調査部 エコノミスト 岸川 和馬 

[要約] 

 2024 年 7 月の貿易統計によると、輸出金額は前年比＋10.3％と 8 カ月連続で増加した

ものの、コンセンサス（同＋11.5％、Bloomberg調査）を下回った。輸出数量の伸びが

冴えず、増加の要因も単月の上振れによるところが大きいことから、実態は数字に見ら

れるほど好調ではない。輸出金額の季節調整値は前月比＋1.7％と 2カ月ぶりに増加し

た。輸入金額は前年比＋16.6％と 4カ月連続で増加し、伸び率は 18カ月ぶりの 2桁台

となった。円安下で幅広い品目の輸入価格が上昇したとみられる。季節調整値は前月比

＋0.9％であった。以上を受け、貿易収支は▲6,218 億円と 2 カ月ぶりの赤字となり、

季節調整値では▲7,552億円と 38カ月連続の赤字であった。 

 7 月の輸出数量は前月比＋1.2％と 2 カ月連続で増加した。ただし、主因は欧州向けの

鉄鋼やアジア向けの船舶など振れが大きい品目の増加であった。主力品目の自動車や

半導体等製造装置はいずれも 3 カ月連続で減少しており、輸出の基調は弱いといえる。

輸出数量全体を地域別に見ると、EU向け（同＋10.2％）やアジア向け（同＋2.0％）が

増加した一方、米国向け（同▲2.2％）は減少した。 

 先行きの輸出数量は緩やかな増加基調を辿るとみている。2024 年 4-6 月期実質 GDP に

おける財輸出額は前期比＋0.6％と 1 年ぶりに増加した。1-3 月期は自動車の認証不正

問題の影響による輸出の大幅減が目立ったが、こうした状況はすでに解消したようだ。

今後は底堅い外需や米欧における利下げ、中国政府による経済対策などを追い風に日

本からの輸出が増加しやすい環境へ向かうとみている。なお、米国では足元までの主要

な経済指標を俯瞰すると景気後退リスクは限定的であり、短期的には日本の対米輸出

が大幅に減少する可能性は高くないとみられる。  
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【貿易金額】輸入金額が前年比 2桁増となり高水準の貿易赤字（季節調整値）が継続 

2024年 7月の貿易統計によると、輸出金額は前年比＋10.3％と 8カ月連続で増加したものの、

コンセンサス（同＋11.5％、Bloomberg調査）を下回った（図表 1）。輸出数量の伸びが物足りな

い印象であり、後述するように増加の要因も単月の上振れによるところが大きいことから、実

態は数字に見られるほど好調ではない。輸出金額全体の季節調整値は前月比＋1.7％と 2カ月ぶ

りに増加した（図表 2左）。 

輸入金額は前年比＋16.6％と 4 カ月連続で増加し、伸び率は 18 カ月ぶりの 2 桁台となった。

税関長公示レートが 159.77円/ドル（同＋12.3％）と大幅な円安水準にあったことから、幅広い

品目で輸入金額が増加しやすかったとみられる。品目別に見ると、医薬品（同＋45.5％）や通信

機（同＋47.1％）が全体を押し上げた。また、エネルギー品目ではこのところの伸び率の低下傾

向に歯止めがかかった。原油及び粗油（同＋12.7％）や液化天然ガス（同＋19.6％）の増加ペー

スが加速したほか、石炭（同▲7.2％）のマイナス幅が 6月（同▲25.3％）から顕著に縮小した。

輸入金額全体の季節調整値は前月比＋0.9％と、輸入数量の増加により 3 カ月連続で増加した。 

以上を受け、貿易収支は▲6,218 億円と 2 カ月ぶりに赤字に転じた。季節調整値で見れば▲

7,552 億円と 38 カ月連続の赤字であり、円安による輸入金額の膨張を背景に、均して見れば緩

やかに赤字幅が拡大している（図表 3）。 

 

図表 1：貿易統計の概況 

   

2023年 2024年

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

輸出金額 ▲0.2 9.7 11.9 7.8 7.3 8.3 13.5 5.4 10.3

コンセンサス 11.5

DIRエコノミスト予想 12.1

輸入金額 ▲11.8 ▲6.8 ▲9.7 0.6 ▲5.1 8.4 9.5 3.2 16.6

輸出数量 ▲5.6 2.9 2.3 ▲1.5 ▲2.1 ▲3.2 ▲0.9 ▲6.2 ▲5.2

　　価格 5.8 6.6 9.4 9.5 9.6 11.9 14.5 12.3 16.3

輸入数量 ▲3.4 ▲3.1 ▲8.4 1.3 ▲9.7 0.7 ▲2.0 ▲8.9 4.4

　　価格 ▲8.8 ▲3.8 ▲1.4 ▲0.8 5.1 7.7 11.7 13.3 11.6

貿易収支(億円) ▲7,883 589 ▲17,665 ▲3,830 3,824 ▲4,713 ▲12,230 2,240 ▲6,218

輸出金額 ▲1.8 5.7 ▲4.2 ▲1.4 2.7 0.9 1.3 ▲0.2 1.7

　　数量 ▲5.0 6.7 ▲4.1 ▲4.3 3.3 0.8 ▲4.1 2.1 1.2

　　価格 3.4 ▲0.9 ▲0.2 3.0 ▲0.6 0.2 5.7 ▲2.3 0.5

輸入金額 ▲1.3 6.7 ▲8.9 4.6 4.2 ▲0.6 1.8 1.7 0.9

　　数量 ▲1.9 1.3 ▲7.0 6.5 ▲1.8 0.5 ▲2.7 1.6 2.7

　　価格 0.7 5.3 ▲2.1 ▲1.8 6.1 ▲1.1 4.6 0.1 ▲1.7

貿易収支(億円) ▲4,049 ▲5,150 ▲418 ▲5,656 ▲7,173 ▲5,820 ▲6,361 ▲8,196 ▲7,552

税関長公示レート 150.34 146.92 143.95 148.18 149.45 151.66 155.48 156.64 159.77

（注1）税関長公示レートは円/ドルレート。コンセンサスはBloomberg。

（注2）数量と価格の季節調整値は大和総研による。

（出所）財務省、Bloombergより大和総研作成

原系列
前年比

％

季節
調整値
前月比

％
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図表 2：輸出金額・数量・価格、輸入金額・数量・価格（季節調整値） 

  
 

図表 3：輸出、輸入、貿易収支（季節調整値） 
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（出所）財務省統計より大和総研作成
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【輸出数量】輸出数量は前月比で 2カ月連続の増加も主力品目は低調 

7 月の輸出数量は前月比＋1.2％と 2 カ月連続で増加した。ただし、主因は欧州向けとアジア

向けの振れが大きい品目の増加であった。主力品目の自動車や半導体等製造装置はいずれも 3

カ月連続で減少しており、輸出の基調は弱い。輸出数量全体を地域別に見ると、EU 向け（同＋

10.2％）やアジア向け（同＋2.0％）が増加した一方、米国向け（同▲2.2％）は減少した。 

米国向けは 2 カ月ぶりに減少した。自動車が 2 カ月連続で大幅に減少したことが主因だ。自

動車の部分品や原動機などの自動車関連財の輸出は堅調であるものの、日本の自動車メーカー

の現地生産シフトや EV市場の開拓の遅れ、米国における個人消費の減速などを背景に自動車輸

出は低水準で推移している。その他の品目では、医薬品や鉄鋼などが減少した一方、電算機類の

部分品などは増加した。 

EU 向けは 2 カ月連続で増加したが、振れの大きい鉄鋼輸出の急増によるところが大きく、輸

出全体の基調が明確に改善したわけではない。また、3月から 5月にかけて急減していた自動車

は 2 カ月連続で増加したが、水準で見れば 2 月を 4 割程度下回っている。その他の品目では、

原動機や電算機類の部分品などが増加した。他方、主力品目の半導体等製造装置が足を引っ張

った。欧州向けの半導体等製造装置は 2022年春の急増をピークに減少傾向が継続している。 

アジア向けは 3 カ月ぶりに増加した。原動機や鉄鋼のほか、振れの大きい船舶が全体を押し

上げた。他方、中国向け（前月比▲4.5％）は 4カ月連続で減少した。半導体等製造装置や非鉄

金属、鉄鋼などが不調であった。中国向けの半導体等製造装置については、2023 年 7 月の日本

の先端半導体製造装置に対する輸出管理強化後に輸出単価の低下と輸出数量の増加が見られた。

現地で非先端半導体の製造ラインへの切り替えが進んだためとみられるが、足元ではこうした

需要に対応した輸出数量の増加が一服したようだ。 

 

図表 4：地域別の輸出数量、海外景気と輸出数量（季節調整値） 
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【見通し】米国の景気後退や日本の輸出減少のリスクは限定的か 

先行きの輸出数量は緩やかな増加基調を辿るとみている。2024 年 4-6 月期実質 GDP における

財輸出額は前期比＋0.6％と 1 年ぶりに増加した。1-3 月期は自動車の認証不正問題の影響によ

る輸出の大幅減が目立ったが、こうした状況はすでに解消したようだ。今後は底堅い外需や米

欧における利下げ、中国政府による経済対策などを追い風に輸出が増加しやすい環境へ向かう

とみている。なお、米国では 7 月の ISM 製造業景況指数や雇用統計の軟調な結果を受けて景気

に対する懸念が強まったが、全米経済研究所（NBER）が景気判断の際に重視する 6つの月次指標

などを俯瞰すると足元までの推移は底堅く、短期的には景気後退リスクは大きくないとみてい

る 1。 

輸出の先行きを地域別に見ると、米国向けは横ばい圏で推移するとみている。米国では 4-6月

期の実質 GDP 成長率が前期比年率＋2.8％と内需の底堅さを示す内容で、7 月の消費者物価指数

（CPI）は前年比＋2.9％と 40カ月ぶりに 3％を下回った。先行きは、連邦準備制度理事会（FRB）

が 9月から四半期に一度程度のペースで 0.25％ptの利下げを行う「ソフトランディング」シナ

リオを想定している。ただし、利下げの効果が実体経済に表れるまでには半年程度のタイムラ

グを伴う傾向があることから、日本の輸出が押し上げられる時期は当面先となるだろう。 

欧州向けは年後半に底を打つとみている。4-6月期のユーロ圏の実質GDPは前期比年率＋1.0％

と、伸び率は高くなかったものの 2 四半期連続のプラス成長となった。また、基調的なインフ

レが鈍化する下で欧州中央銀行（ECB）は今後も利下げを継続するとみている。緩やかな欧州経

済の回復やシリコンサイクル（世界半導体市場に見られる循環）の改善に伴い、欧州向け輸出は

主力の資本財を中心に増加基調へ転じる見込みだ。 

中国向けは足元で減少傾向にあるものの、年末にかけて緩やかな回復基調に転じるとみてい

る。中国の 4-6 月期の実質 GDP 成長率は前年比＋4.7％と 1-3 月期の同＋5.3％から減速し、年

前半の成長率は同＋5.0％となった。景気減速が続けば政府目標である 5％成長の達成は困難で

あることから、今後は中国政府が景気てこ入れ策を強化する可能性が高い。短期的には、内需が

拡大して日本からの輸出が増加しやすい環境になるだろう。もっとも、施策の中心になるとみ

られるのは投資促進策や消費刺激策だ。前者は過剰投資の深刻化や投資効率の低下、後者は需

要の先食いなどの副作用を伴うことから、来年にかけて中国の景気や日本からの輸出が減速し

やすくなる点には注意が必要である。 

 
1 詳細は「第 222 回日本経済予測」（大和総研レポート、2024 年 8 月 21 日）第 3 章を参照。 
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輸出入と貿易収支（名目、季節調整値）
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2024/02 2024/03 2024/04 2024/05 2024/06

前年比% 前年比% 前年比% 前年比% 前年比% 前年比% 構成比% 寄与度%pt
総額 7.8 7.3 8.3 13.5 5.4 10.3 100.0 10.3 

 食料品 ▲5.6 ▲5.4 ▲6.7 ▲4.9 ▲6.4 ▲5.0 1.0 ▲0.1 
 原料品 21.8 6.9 17.7 17.1 16.1 17.2 1.6 0.3 
 鉱物性燃料 ▲35.3 ▲5.4 16.6 ▲13.0 9.2 8.6 0.9 0.1 
 化学製品 4.3 3.8 3.2 22.7 12.2 12.0 10.8 1.3 
 原料別製品 4.6 2.5 6.1 7.0 4.4 10.7 11.5 1.2 

 鉄鋼 ▲0.1 ▲3.6 ▲2.4 ▲3.2 ▲8.1 10.3 4.3 0.4 
 非鉄金属 7.1 5.2 17.7 17.6 22.0 13.5 2.6 0.3 
 金属製品 9.9 9.6 9.3 11.0 7.1 8.7 1.3 0.1 

 一般機械 3.7 3.9 5.7 9.8 3.5 5.0 17.3 0.9 
 電気機器 7.7 9.9 8.5 16.9 7.4 14.2 17.0 2.3 

 半導体等電子部品 6.4 11.3 20.4 24.0 7.0 25.2 5.8 1.3 
 ＩＣ 10.6 15.7 30.1 32.2 8.4 33.6 4.4 1.2 

 映像機器 17.0 14.1 10.7 1.1 ▲7.1 
    映像記録・再生機器 20.8 4.0 ▲1.4 4.7 5.0 20.1 0.4 0.1 
 音響・映像機器の部分品 ▲1.1 ▲0.4 0.5 18.7 ▲8.9 ▲2.6 0.2 ▲0.0 
 電気回路等の機器 ▲0.9 1.5 1.0 8.4 2.3 4.6 2.1 0.1 

 輸送用機器 20.1 10.3 15.9 16.9 0.8 5.7 24.2 1.4 
 自動車 19.8 7.1 17.8 13.6 2.3 6.2 17.6 1.1 
 自動車の部分品 22.6 13.6 6.9 10.9 3.2 4.4 3.9 0.2 

 その他 7.0 14.6 5.4 12.1 8.4 19.3 15.7 2.8 
 科学光学機器 9.5 10.5 ▲1.3 3.4 13.0 12.4 2.5 0.3 

2024/02 2024/03 2024/04 2024/05 2024/06

前年比% 前年比% 前年比% 前年比% 前年比% 前年比% 構成比% 寄与度%pt
総額 18.4 8.5 8.8 23.9 11.0 7.3 100.0 7.3 

 食料品 31.2 21.2 20.5 26.5 12.1 ▲4.8 0.8 ▲0.0 

 原料品 ▲15.3 ▲3.8 2.0 0.1 22.4 24.2 0.4 0.1 

 鉱物性燃料 ▲87.6 ▲59.8 ▲55.2 ▲40.3 ▲68.3 ▲66.7 0.1 ▲0.3 

 化学製品 7.1 ▲12.9 ▲13.1 46.3 18.7 ▲3.8 6.0 ▲0.3 

 原料別製品 7.7 4.3 5.2 8.3 11.1 1.8 6.1 0.1 

 鉄鋼 ▲5.6 ▲2.3 4.5 ▲5.8 19.8 ▲1.0 1.2 ▲0.0 

 非鉄金属 ▲10.5 ▲4.4 ▲4.6 11.8 10.7 0.0 0.8 0.0 

 金属製品 31.7 34.2 21.1 28.7 22.4 11.9 1.4 0.2 

 一般機械 11.2 8.7 1.3 13.1 6.8 10.5 22.6 2.3 

 電気機器 15.6 10.9 0.0 24.0 16.0 11.7 13.3 1.5 

 半導体等電子部品 11.0 2.0 2.4 18.9 11.9 ▲1.8 1.2 ▲0.0 

 ＩＣ 26.0 9.8 ▲6.0 13.0 5.5 6.5 0.6 0.0 
 映像機器 ▲17.0 ▲7.4 ▲38.4 ▲17.4 ▲28.3 
     映像記録・再生機器 31.4 18.4 ▲28.6 ▲5.4 ▲9.5 12.1 0.5 0.1 

 音響・映像機器の部分品 17.2 15.7 14.6 18.3 ▲13.2 ▲10.6 0.1 ▲0.0 

 電気回路等の機器 13.4 11.6 5.4 10.6 1.9 ▲3.4 1.1 ▲0.0 

 輸送用機器 36.9 15.2 25.5 35.8 10.0 5.8 38.5 2.3 

 自動車 31.8 9.6 26.0 34.0 9.3 4.3 30.7 1.4 

 自動車の部分品 57.7 47.1 20.6 38.4 20.8 14.6 6.0 0.8 

 その他 9.6 9.3 7.0 13.3 15.7 14.3 12.1 1.6 

 科学光学機器 15.0 10.1 3.2 5.7 25.0 27.9 2.8 0.7 

2024/02 2024/03 2024/04 2024/05 2024/06

前年比% 前年比% 前年比% 前年比% 前年比% 前年比% 構成比% 寄与度%pt
総額 14.6 3.0 ▲2.0 ▲10.1 ▲13.4 ▲5.3 100.0 ▲5.3 

 食料品 12.8 29.6 18.8 41.3 6.7 23.3 0.7 0.1 

 原料品 30.1 13.4 41.2 22.7 8.9 11.2 0.9 0.1 

 鉱物性燃料 ▲50.1 ▲16.8 ▲29.2 ▲90.0 ▲47.5 ▲45.7 0.1 ▲0.0 

 化学製品 13.6 20.0 1.9 15.2 13.4 4.4 11.4 0.5 

 原料別製品 7.9 ▲8.3 13.2 ▲27.0 ▲19.2 12.6 9.3 1.0 

 鉄鋼 ▲6.2 ▲32.3 44.8 ▲61.2 ▲49.5 59.6 3.3 1.2 

 非鉄金属 ▲8.0 ▲34.3 ▲23.7 ▲34.3 ▲23.2 ▲32.3 0.8 ▲0.4 

 金属製品 21.9 10.2 5.8 3.7 ▲3.6 0.7 1.5 0.0 

 一般機械 ▲3.8 ▲4.4 ▲17.8 ▲19.8 ▲17.3 ▲19.9 18.8 ▲4.4 

 電気機器 7.7 7.8 ▲6.1 4.9 2.3 ▲0.4 16.9 ▲0.1 

 半導体等電子部品 ▲1.3 7.1 ▲17.0 1.7 ▲3.4 5.7 2.2 0.1 

 ＩＣ ▲15.2 2.3 ▲28.2 ▲16.9 ▲20.9 ▲10.5 0.6 ▲0.1 
 映像機器 ▲8.8 ▲17.5 20.3 12.4 11.0 
      映像記録・再生機器 7.6 ▲3.3 34.8 15.2 18.5 44.4 1.3 0.4 

 音響・映像機器の部分品 21.1 0.4 27.8 42.0 28.8 ▲11.2 0.1 ▲0.0 

 電気回路等の機器 ▲3.7 ▲3.2 ▲15.7 ▲10.0 ▲0.3 ▲9.0 1.6 ▲0.1 

 輸送用機器 41.1 1.1 ▲0.7 ▲28.1 ▲34.6 ▲16.4 25.0 ▲4.6 

 自動車 51.3 2.5 7.4 ▲36.9 ▲38.6 ▲17.3 17.6 ▲3.5 

 自動車の部分品 38.5 4.8 ▲8.7 ▲7.7 ▲8.6 ▲10.9 4.4 ▲0.5 

 その他 12.5 6.4 9.6 13.3 1.7 16.1 16.9 2.2 

 科学光学機器 15.2 4.7 10.1 3.4 11.8 12.6 4.5 0.5 

（注）小数点の丸め方による影響で公表資料と完全には一致しない項目がある。映像機器は、速報時点では公表されない。

（出所）財務省統計より大和総研作成

2024/07

2024/07

2024/07

輸出金額　内訳

米国向け輸出金額　内訳

ＥＵ向け輸出金額　内訳
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2024/02 2024/03 2024/04 2024/05 2024/06
前年比% 前年比% 前年比% 前年比% 前年比% 前年比% 構成比% 寄与度%pt

総額 2.3 6.6 9.7 13.6 7.7 15.3 100.0 15.3 

 食料品 ▲16.0 ▲14.8 ▲16.0 ▲16.4 ▲14.3 ▲11.8 1.2 ▲0.2 

 原料品 21.4 6.1 15.8 17.4 14.8 14.6 2.5 0.4 

 鉱物性燃料 ▲21.0 8.6 60.2 ▲16.9 ▲7.3 28.4 1.3 0.3 

 化学製品 1.3 4.8 5.5 17.1 11.0 13.2 14.5 1.9 

 原料別製品 3.7 2.4 8.9 11.4 7.9 10.7 14.0 1.6 

 鉄鋼 0.1 ▲3.7 ▲2.5 3.1 ▲4.9 6.6 5.1 0.4 

 非鉄金属 7.8 6.6 25.1 21.7 23.5 15.6 4.2 0.7 

 金属製品 3.2 6.0 8.7 8.6 10.5 9.7 1.4 0.1 

 一般機械 0.5 2.6 11.7 17.1 8.1 9.4 16.9 1.7 

 電気機器 3.7 8.8 13.2 16.5 4.4 17.7 21.8 3.8 

 半導体等電子部品 5.9 11.7 24.1 25.8 6.9 27.7 9.9 2.5 

 ＩＣ 10.4 16.0 33.6 34.2 8.9 35.6 7.8 2.4 

 映像機器 33.6 26.8 19.0 ▲2.9 ▲11.2 

     映像記録・再生機器 16.3 ▲2.1 ▲7.1 ▲0.2 4.2 10.0 0.3 0.0 

 音響・映像機器の部分品 ▲5.4 1.2 9.3 29.4 ▲6.8 ▲1.3 0.2 ▲0.0 

 電気回路等の機器 ▲5.3 ▲2.1 2.2 9.7 1.8 6.9 2.9 0.2 

 輸送用機器 1.9 12.5 20.8 12.4 15.7 23.0 9.2 2.0 

 自動車 10.3 22.2 28.5 23.0 28.0 28.4 5.4 1.4 

 自動車の部分品 ▲0.4 ▲7.5 ▲0.0 ▲5.1 ▲2.9 0.3 2.5 0.0 

 その他 3.8 13.2 1.8 12.0 6.7 21.7 18.5 3.8 

 科学光学機器 6.2 12.8 ▲6.4 1.3 11.0 8.1 2.6 0.2 

2024/02 2024/03 2024/04 2024/05 2024/06
前年比% 前年比% 前年比% 前年比% 前年比% 前年比% 構成比% 寄与度%pt

総額 2.5 12.6 9.6 17.8 7.2 7.2 100.0 7.2 

 食料品 ▲58.8 ▲56.2 ▲56.8 ▲55.8 ▲60.6 ▲49.0 0.6 ▲0.6 

 原料品 11.7 20.6 26.9 21.6 6.5 2.1 2.8 0.1 

 鉱物性燃料 ▲30.9 27.7 ▲7.6 ▲9.8 23.9 ▲45.8 0.4 ▲0.4 

 化学製品 ▲0.5 3.1 6.1 15.3 8.0 10.1 17.5 1.7 

 原料別製品 ▲2.3 10.6 15.4 30.8 20.6 10.7 11.5 1.2 

 鉄鋼 ▲6.5 21.1 2.4 12.4 3.2 5.7 2.6 0.1 

 非鉄金属 2.6 7.9 31.4 74.1 47.7 11.8 4.1 0.5 

 金属製品 ▲3.2 11.3 6.4 4.5 18.1 15.7 1.5 0.2 

 一般機械 17.4 20.0 20.5 37.7 5.2 3.8 22.7 0.9 

 電気機器 0.0 6.0 7.4 5.9 ▲0.8 9.6 21.5 2.0 

 半導体等電子部品 ▲4.3 ▲1.6 17.1 3.0 ▲4.6 4.0 7.2 0.3 

 ＩＣ ▲7.0 ▲6.7 22.0 1.9 ▲5.5 8.8 5.3 0.5 

 映像機器 38.5 51.0 24.7 9.9 0.2 

     映像記録・再生機器 28.9 1.4 ▲10.6 ▲10.8 ▲2.2 14.0 0.5 0.1 

 音響・映像機器の部分品 ▲36.2 ▲23.0 ▲10.1 24.0 ▲6.8 9.3 0.2 0.0 

 電気回路等の機器 ▲6.3 ▲1.5 5.9 13.1 2.0 14.3 3.4 0.5 

 輸送用機器 24.4 46.8 22.5 12.4 17.3 9.6 9.2 0.9 

 自動車 22.5 120.6 36.0 23.4 25.1 10.2 6.4 0.6 

 自動車の部分品 22.5 ▲12.1 ▲3.4 ▲12.8 ▲5.1 5.0 2.4 0.1 

 その他 ▲12.7 16.3 ▲4.3 10.8 12.6 11.4 13.8 1.5 

 科学光学機器 1.6 27.6 13.0 21.0 12.4 21.1 3.6 0.7 

（注）小数点の丸め方による影響で公表資料と完全には一致しない項目がある。映像機器は、速報時点では公表されない。

（出所）財務省統計より大和総研作成

アジア向け輸出金額　内訳

中国向け輸出金額　内訳

2024/07

2024/07


	【貿易金額】輸入金額が前年比2桁増となり高水準の貿易赤字（季節調整値）が継続
	【輸出数量】輸出数量は前月比で2カ月連続の増加も主力品目は低調
	【見通し】米国の景気後退や日本の輸出減少のリスクは限定的か



